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あな だ が 演じ る の は 五代 裕 作 。 ゲー ム は 五代 の 部 屋 5 号室 が ら 始 まる 。 さ て さて 、 何 
を すれ ば いい の が な まず は 基 し の 管理 人 さん に 逢い に 行こ うつ じゃ な い ガ が 。 で きれ ば 
管理 人 室 に 入れ て も らい だ いな 。 そ し て 二 人 向 がい 合っ つて お 茶 で も 飲ん で ・・・。 
それ か が ら 、 そ れ か が ら 、 管 理 人 さん の を と つて 、 

「 管 理 人 さん 1 」 

「 管 理 人 さん だ な ん て 、・・・ 響 了 そつ て 呼ん で 」 

「 き よ 、 才 子 。・・・ 好 きだ 1! !」 

「 い け ま せん わ 、 そ ん な 、 五代 さん ! 」 

「 い いじ ゃ な い が ガ 、 響 子 。 暫 。 暫 子 ・・・・。 

お つっ と 、 妄 想 に 浸っ つて いる 時 で は な が つた だ 。 

当然 、 こ の ゲー ム そ ん な に 甘く は な い 。 原作 同様 、 菅 理 人 さん は ヤキ モチ 焼き で 、 機 
嫌 を 損ね る と 部 屋 に 入れ て くれ な い ご ころ が ガ 、 話 も し て くれ な ぐ な る 。 お まけ に 一 記 
館 住人 に 弱み を 握ら れ 、 だ が られ る は 、 緒 魔 は され る は ・・・。 

維 子 さん の 機嫌 を 取り 、 住 人 達 の 妨害 を は ね 退け 、 や つと 管理 人 室 に 入る こと が で き 
だ 五代 は 、 そ こ に 管理 人 さん の 秘密 らち し き 、 ある も の を 見 る 。 「 あれ は 、 も し が する こと 
音無 各 一 郎 さ ん の 〇 〇 で は ! 。 

「 お 茶 で も 入れ まし よう が ガ 」 と 席 を 立つ 、 管 理 人 さん の 隙 を 見 て 、 そ の 〇 〇 に まま を か 
ける | と 、「 こ ん に ち は ! 三鷹 で す 」 突然 現れ る 疫 敵 三 誠 。' ム へ | 」 響 さ ん を 間 に 
に にらみ 人 台 い 。 

と いう 具合 い に 、 な に や ら 光 が 見 えて 来 を な と 思う と 、 まだ 新た な る 邪魔 も の が 入り 、 
原作 同様 混迷 の 展開 を 見 せる と いつ 趣向 。 

つま り 、 何 度 ガ 管理 人 室 を 訪れ 、 こ の ゲー ム を 要求 する 物 を 探り 、 ご こ か が に ある それ 
を 手 に 入れ る 。 こ ご これ が この ゲー ム の 目的 で ある 。 そ し て それ を ま 手 に し だ 時 何 が 起こ る 
か ' | それ は まだ 内 緒 。 

さて 、 で は 最後 に ひと つ ヒ ント 。 さ つき が ら も つ だ いぶ つて いる この ゲー ム が 要求 す 
る も の と は 、 ず ば り の | 「 写 真 」 で ある | 

アド ベン チャ ヤー ゲー ム め ぞ ん ー 鹿 く 思 い 出 の フォ トグラフ 〉》 は じ ま り 、 は じ ま り 一 。 





五代 和裕 作 


一 刻 馆 口号 室 O 住 人 。 一 
浪 の 未 、 や つと 大 学 に 入 
り 現 在 き 年 生 。 ひ た すら 
管理 人 さん に 想い を 寄せ 
て いる が 、 こ ご こずえ ちゃ ん 
と いう GF も い だ り 、 い 
ろ い る 複雑 で ある 。 見 だ 
目 に は 頼り な い が 、 実際 
も ほぼ ほとんど 頼り ない 。 優 
楽 不断 で 負 之 で 、 妄想 癖 
が ある 。 そ し て この 五代 
が あな だ 自身 な の で ある 。 


ー の 瀬 0 お は さん 


一 刻 馆 1 号室 の 住人 。 酒 
が 好き で 、 飲 むと 扇子 を 
持つ て 踊り 出す 。 だ ま に 
管理 人 さん の 良き (や ) 相 
談 相手 。 他 人 の こと に や 
だ ら 首 を 突 つ 込み な が る 、 
いわ ゆる (?)「 お ば さん 」 
で ある 。 


ー の 閉 0 お し さん 
知る 人 ぞ 知る 、 正 に 隠れ 
キャ ヤラ / 君 は この お じ さ 
ん に 会 える か ! 


四 谷 


ー 鹿 館 4 号 室 の 住人 。 職 
業 年 齢 家族 構成 等 一 切 不 
明 。 趣 味 は の ぞ き 、 だ か 
り に 悪質 な い だ ず ら 。 ご こ 
の 人 物 に は 誰 も 勝て な い 


// 

















音 や 舞 響子 


ー 刻 館 の 管理 人 で 若き 未 
亡 人 。 五代 と 三鷹 の の 人 
に 言い 寄ら れ て いる が 、 
亡き 夫 ・ 惣 一 郎 が 未だ 忘 
れ ら れず 決め か ね て いる 。 
女性 の 弱い と ころ 強い と 
ころ を みごと に 再現 し だ 、 
まさ に マドン ナ 。 だ が 、 
振り 回 され る 男 は だ まつ 
だ も の で は な い だ ろ う 。 
は つき り 言 つて 鈍感 の 権 
化 / (実は わざ と だ つた だ 
り し て …) 


ー の 瀬 質 大 婦 


ー 記 館 で 最も まとも な キ 
ヤラ で は な い だ ろ うか 
性 格 的 に は うる 量 の テン 
に 類する が 、 あ れ 程 過激 
で は な い 。 管理 人 さん の 
邊 ・ 部 子 に 癒す る 純情 な 
小学 生 。 


管理 人 さん と お ば さん が 
通っ こ て い る テニ スク ラブ 
の コー チ 。 金持ち 、 容 次 
端 醒 、 ス ポー ツ 万 能 ( 疑 
問 あ り ?)、「 い い 男 」 の 
見 本 の よう な いい 男 。 当 
然 も て る 。 だ だ し 、 犬 坊 
怖 症 。 


六本木 朱美 


ー 鹿 館 O 号 室 の 住人 。 

「 茶 々 丸 」 の ホス テス 。 ン ノブ 
ー ブ プラ の ネグリ ジ エ 姿 で 、 
ー 記 館 の 中 を 歩き まわ る 。 
酒 ぐ で せ の 悪さ は お ば さん 
以上 。 ト ラブ ル の 元 で は 
ある けれ ど 、 一 度 は 会 つ 
て み だ い キャ ヤラ ツタ ダー で 
あろ る ろう // 











登場 人 物 紹介 


ee 
七尾 こずえ 
五代 の GF。 時 に 元気 に 
迫っ だ りす る が 、 鈍 感 と 
いう か が 、 よ く 言 えば 、 も 
の すご こ 無 邪気 な 女 の チ 。 
ある 意味 で は 管理 人 さん 
と いい 勝負 で あろ う 。 


音無 浴 一 朗 の 人 


一 刻 馆 大 家 。 部 子 の 祖父 。 
だ だ それ だ け の 人 。 


部 子 


管理 人 さん の 建 。 五代 に 
家庭 教師 を し て も ら つ て 
いる 。 五 代 の こと を お 宛 
ちゃ ん と 呼ん で な つい て 
いる 。 ど ご どこがいい ん だ ろ 
う 


次 一 郎 さ ん 


管理 人 さん の 飼い 犬 。 そ 
の 昔 は 、 惣 一 郎 さ ん と 呼 
ば な けれ ば 見 向き も し な 
か つ だ の に 最近 で は 極め 
て いい ガ が げん で 、 す ぐ 食 
い 物 に つら れ て 「 シ ロ 」 
で も 「 ダ マ 」 で も 尻尾 を 
振る 。 三鷹 の 大 嫌い を 知 
つて ガ 知 ら ず か 、 や だ ら 
じゃ れつ ぐ 。 











こずえ の 家族 


だ だ も の で は な い / 取り 
込ま れ だ が 最後 抜け られ 
な いと 思い き や 、 以 外 と 
軽 ひ つ だ りす る 。 


坂 本 


五代 の 予備 校 時 代 か が ら の 
友人 。 五代 同 様 バ イト 人 
生 を 送 つ て いる が 、 五 代 
より は まとも な 生活 を 送 
つて いる よう で ある 。 





余人 入 の YA ダー 


な か な ガ が に まとも で 親切 
な 人 物 。 職 業 が ら 結 構 計 
算 高い 。 


ば あちゃ ん 


五代 の 祖 田 。 係 軸 い の い 
い ば あ ちや ゃ ん な ん だ ろう 
が 、 多 少 や る こと ガ が 過 激 。 
年 に 似合わ ぬ バ パイ ダリ テ 
イ の 持ち 主 。 結 構 金 持ち 
の よう だ 。 


緒 子 の 両親 


娘 を 再婚 させ だ が つて お 
り 、 一 時 は その だ め に か 
な り の 過激 な こと も し だ 。 


ゲー ム マ ッ プ 





この ゲー ム は この よう お 構造 の 一 刻 館 を 中 貝 に 、 玄 関す ら 行 ける 他 の 何 箇所 が の 外 
出先 を 巡 つ て 進め て いき ます 。 外 出先 は その 時 の 状況 に よ つ て 増え だ り 減 つ を り し ま 
す の で メニ ユー を よ ぐ 見 て 選択 し て 下さ い 。 


ゲー ム を 始め る 前 に 
セー ブ デ イス の 用 意 


ゲー ム ハ を 始め る 前 に 付属 の ディ スク の 他 に 、 セ ー ブ 用 の 新しい ディ ス を 1 枚 用 意 
し て 下さ い 。 こ の ディ スク は フォ ー マ ッ ト し て ある 必要 は あり ませ ん が 、 お 買い 求め 
の ゲー ハム ディ スク と 同じ 種類 の 媒体 に し て 下さ い 。( 例 : ゲー ム デ ィ ス クノ ガ ど DD な ら 
ば 、 セ ー ブ デ ィ ス ク も 2 DD の も の を ) まだ この セー ブ デ ィ ス ク は この ゲー ム 専 用 と 
レ 、 他 の 目的 に は 使用 で きま せん の で ご 注意 下さ い 。 


ゲー ム の スタ ー ト 


ゲー ム を 始め る に は 、 お 買い 求め の ゲー ム が 2 枚 組 の 場合 は ディ スク 1 な ドラ イブ 
1 に ディ ス フ 2 を ドラ イブ 2 に 入れ て 電源 を 入れ て 下さ い 。 1 枚 組 の 場合 は ドラ イブ 
1 に ディ スク を 入れ て 電源 を 入れ て 下さ い 。 
後 は 画面 表示 され る 指示 に 従 つ て 進め て 下さ い 。 
まだ 外部 ドラ イブ を 増設 され て いる 方 は 使用 し な い 外 部 ドラ イブ の 電源 は 切る が 接続 
し な い の が 好ま し いで す 。 


セー ブ の 仕方 


セー プ は 一 鹿 館 の トイ レ で 、 あ る こと を する と で きま す の で 、 そ こ で 表示 され る 画 
面 の 指示 に 従っ て セー ブレ し て 下さ い 。 ゲ ー ム ディ スク に 貼 つ て ある プロ テク トシ ー ル 
は この 時 、 間 違っ て ゲー ム デ ィ ス ク に セー プ し だ を り し な い だ め の も の で す の で 、 は が 
し だ り し な いよ うに し て 下さ い 。 ま だ セー ブ プ デ ィ ス ク に は プロ テク フト シー ル を 貼ら な 
いよ うに し て 下さ い 。 


この ゲー ム は コマ ンド メニ コー 選択 方 式 の アド ベン チャ ヤー ゲー ム へ です 。 コ マン ド を 
カー ソル キー まだ は 、 ス ペー スキ ー で 選び 、 リ ター ン キ ー を 押し て 下さ い 。 始 め に メ 
ニュ ー に 表示 され て いる 動詞 コマ ンド を 選び 、 リ ダーン キー を 押す と 、 そ の 動詞 が 目 
的 語 を 必要 と する 場合 に は 、 そ れ に 対応 する 名 詞 (目的 語 ) が メニ ユー に 表示 され ま 
す 。 動 詞 を 選び 間違え だ 場合 は 、 こ こ で ESC キ ー を 押す と 先 に 選ん だ 動詞 ガキ ヤン 
セル され 、 動 詞 メ ニュ ユー に 戻り ます 。 名 詞 を 選ん だ 後 リ ダ ターン キー を 押す と 、 選 択 さ 
れ た だ 動作 を 行い ます 。 動 詞 が 目的 語 を 必要 と し な い 場 合 は 名 詞 の 入力 は あり ませ ん 。 
名 詞 の 入力 が びな い 場 合 と 、 名 詞 の 選び 間違い は キヤ ン セ ル で きま せん が ガ ら 注意 し て 下 
さい 。 

メニ ュー 画面 の 下 に 矢印 が 表示 され て いる こと が あり ます が 、 こ れ は その 方向 に 別 
_- の メニ ュ ユー が ある こと を 示す も の で 、 そ の 矢印 の 方 向 に カー ソル キー を 押し て いけ ば 、 
それ ら が 順に 表示 され て いき 、 そ れ を 選択 する こと が で きま す 。 


oA PC i 
さら に 右 に メニ ュー が ある こと を 示し ます 。 


メ ツ セー ジ 表 示 画 面 





主要 コマ ンド の 説明 ) 


兄 る 
その 場 に ある も の の 状況 を 知る こと が で きま す 。 


見 せる 


その 場 に いる 人 物 に 対し て 、 現 在 持つ て いる も の を 見 せる こと が で きま す 。 相 に 持 
つて いる も の を あげ だ い 場 合 に も これ を 選択 し ます 。 見 せる と あげ だ ぐも な い の に 相 
手 が そ れ を 取 つ て し まう こと が ある の で 注意 し て 下さ い 。 


話す 
話す こと に よっ て いろ いろ 情報 が 得 ら れ ま す 。 面倒 が ら ず に こま め に 話す こと が 重要 
で す 。 


叩く 
ドア を ノッ クレ し だい 時 等 に 使い ます 。 


開け る 
ドア や 窓 を 開け る こと が で きま す 。 


持ち 物 


現在 持つ て いる も の の 名 前 と その 数 を 知る こと が で きま す 。 


その 他 
その 場 の 状況 に 応じ て 表 示さ れ ま す の で よく 見 て 、 よ く 考 えて 選ん で 下さ い 。 


メ 





アド ベン チャ ヤー ゲー ム は 本 来 ヒ ント な し で ゲー ム を する 、 推 理 小説 サフ ノイ ズ の 様 な 
も の で す 。 こ の ゲー ム の 答え ヒン ト に 関す る TEL、 お ま 紙 に よる ご 質問 に は 一 切 お 
答え 致し ませ ん の で 、 あ し がら ず ご ず 承 下さ い 。 

な お 、 1 ケ月 、2 ケ 月 ひか つて も わが ら な い 方 に は ヒン ト 集 を 用 意 し て お り ま す の 
で 、60 円 切 チ 8 枚 を 下記 の 申込 書 と 共に 当社 まで お 送り 下さ い 。 な お 、 申 し 込み が 多 
い 場 合 郵 送 が 多少 遅れ る こと も あり ます の で ご ず 了承 下さ い 。 


〒510 三重 県 四日市 市 安島 2-9-12 
株 式 会 社 マ イノ ロキ ヤ ビ ン 
めぞん か 一刻 ヒン ト 係 


製品 に つき まし て は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 事故 串 が ご ざい まし だ ら 、 お ま 数 
で す が お 買上 げ の 月 日 、 店 名 、 症 状 を 出来 る だ け ぐ わし ぐ お 書き 添え の 上 、 現 品 を お 
送り 下さ い 。 当社 に て 確認 の 後 、 当 社 の 責 に よる 不良 の 場合 に は 折り 返し 代 品 こ 郵送 
料 を お 送り 致し ます 。 そ の 他 の 場合 に は 、 実費 に て 交換 させ て 頂き ます 。 


ORG OS 間 、 w4J ほ EE コ 


ナレ ee 
TEL<0593253—3611 


の 人 二 
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三重 県 四日市 市 安島 丁目 9 番 18 号 
〒510 谷 0593(51)6486⑩ 
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